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Ⅰ－６ 森林管理技術情報データベースの開発 

 
 

高木健太郎１, 小宮圭示２, 柴田英昭２ 

 

１天塩研究林 ２北管理部 

 
 

はじめに 
森林圏ステーションではこれまで、北方林の造成、保育、維持、管理に関わる試験課題を長

期に渡り取り組んできており、森林の取り扱いに関する多くの知見が蓄積されている。さらに

近年は生物多様性や地球温暖化、大気汚染等に代表されるように環境・生態系保全の観点から

森林に期待される役割が多岐・広域に渡り、これらのニーズに対する試験・研究が積極的に進

められている。狭義の森林造成・保育・維持管理情報はもとより、環境・生態系保全に関する

森林の役割に関する研究結果に至るまで、試験研究活動の結果として得られた知見のすべては、

今後北方林を取り扱う上で重要な技術的な指針に資する情報となりうる。 

試験研究で得られた技術的な知見については、その一部が年報報告会（現年度報告会）で発

表されている他に、「試験年報」や「北方森林保全技術」等の冊子体として公開されている。ま

た「演習林研究報告」や「Eurasian Journal of Forest Research」をはじめとする研究論文の

中にも上記目的に資する知見が豊富に存在する。しかしこれら散在する情報について、誰もが

すべてを把握しているわけではない。そこで今期長期計画の方針に従い、試験研究活動で得ら

れた管理技術情報のエッセンスをその出展となる文献と一緒に登録するデータベースを開発し

た。登録情報は森林管理項目や研究分野、地域によって検索することが可能であるので、技術

情報の総合・体系化のための情報箱としての利用や、北方林の持続的な管理・利用を行う上で

のガイドライン(マニュアル)としての機能が期待できる。 
 
データベースに登録する技術情報 

データベースシステム(器)はすでに完成しているが、技術情報（中身）の登録は今後の重要

な作業である（2007 年 6 月現在）。登録初期の段階では、技術情報の収集と登録を集中的に行

う予定であるが、誰でも・いつでも・どこからでも登録を行えるシステムとしているので、文

献が世に出たり、年度毎の活動取りまとめを行った段階で随時登録していくような習慣ができ

ることが理想である。 

ではいったいどのような情報を登録すればよいのであろうか。以下にこれまで、試験年報や

北方森林保全技術などに掲載された報告をもとにして、育林、伐採、管理、土木、森林動態、

環境機能、生物管理、地域資源管理等の分野毎に例を挙げる。 

・ ～で土壌～cm を剥ぐ掻き起こしを行った場合、30 年後に～m3 ha-1のダケカンバ林になった。 

・ 林道勾配の基準は～％前後、地滑り地や軟弱地盤の区間では、～％程度、平坦部分ではあ

えて～％程度の勾配がつくほうがよい。 

・ ～において、植栽後～年未満のアカエゾ人工林に～の間伐を行った結果、～％生育がよく

なった。 

・ クマイザサが優先する林地での林内放牧では、ドサンコの体重の増加が認められ夏季の放

牧は十分可能であった。またこの結果放牧区のクマイザサの～％がなくなった。 

・ ～で土壌～cm を剥ぐ掻き起こしを行った場合、土壌水の硝酸態窒素濃度は～倍に増加する

が、～年後には掻き起こし前と変わらなくなった。 
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・ において、森林地とササ地では河川の最大流量が～％違う。 

・ ～ｍ以上の森林分断をおこなうと、アオジの移動に影響を与えた。 

・ 林床におけるワサビ栽培の際、土壌に炭をまぜると～％生育がよくなった。 

このように、管理技術情報は多岐に渡り、「これは技術情報なのか？」と思われる例もあるか

もしれない。しかし何が情報に値し、また値しないかについては人により変わるであろう。基

本的には森林圏ステーションの試験研究活動のすべてが次代の森林管理に資することを目的と

して行われているはずであり、これら活動の結果得られた知見はなるべくすべてを登録する方

が構成員の利益にもなるであろ

う。 

継続調査を行っているような

研究では、報告を行った後に新

たな事実が明らかになり、文献

の紹介がはばかられる場合もあ

るかもしれない。例えば、成績

調査をした段階では樹木の生育

促進が認められたが、その後生

育が芳しくなかった場合や、林

道維持管理の指針を報告したが、

指針では対応不可能な例が出て

きた場合などである。しかしそ

のような報告も調査時期や場所

を特定することにより、情報公

開による弊害をなくすことは可

能である。より洗練された管理

技術指針を作成する段階では、

淘汰される情報も存在するかも

しれないが、本データベースの

目的はその前段階としての、‘情

報の集約化’にある。この段階

では相反する意見や成功・失敗

例の双方が重要となる。 
  

システムの概要 
1) 技術情報の登録 

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は 、

FReD(Forest Research Database)内

の 他 の デ ー タ ベ ー ス に 倣 い 、

「FileMaker Pro5，FileMaker 社」

を用いて作成し、インターネットを

利用した、登録・閲覧が可能となっ

ている。図１にデータベースへの情

報登録初期画面を示す。森林圏ステ

ーションで発行している、「試験年

報」、「北方森林保全技術」、「演習林

研究報告」、「Eurasian Journal of 

 
 
 

 
 
 
 
 

図１ 情報登録の初期画面 

図 2 文献検索画面 
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Forest Research」についてはすでにその文献情報は登録されているので、技術情報を登録する

だけでよい。 

図 1 の登録画面 1 番目の“技術情報の新規登録”をクリックすると、文献検索画面(図 2)が

現れるので、希望する文献の情報を入力し検索開始ボタンを押す。次画面で検索内容に該当す

る文献がリストアップされるので（図 3）、希望する文献の出版年をクリックすれば技術情報の

登録画面が現れる（図 4）。 

技術情報登録画面は、左側が登録欄、右側が文献情報欄で構成されている。登録内容は次の

8 項目である。1)記入者名（情報登録者）、2)実施年(試験・研究を行った年)、3）研究林名(複

数選択可で、どれか 1 つは選択しなければならない)、4)林班・対象地域(場所をさらに限定し

たい場合に記入、空白でも可)、5）森林管理項目(該当するものを選択、複数選択可で、どれか

1 つは選択しなければならない)、6)研究部門（複数選択可能で、選択しなくても可）、7）登録

する技術情報、8)キーワード(最大 5 個まで記入可能、技術情報を検索する際に必要となるので

なるべく複数個登録したほうがよい)。 

管理技術情報は文献に記載されている内容を基にして、なるべく誇張がないように誠実に記

載する必要がある。エッセンスを抽出する作業は、最初は難しいと感じるかもしれないが、そ

のような場合は周囲の人間と相談し、妥当な文章を作成していただきたい。また関連する写真

や文章も技術情報に付随して登録することができる。（1 回 1 回，図 1 の 1 番目を選択しなけれ

ばならないが、）ひとつの文献にいくつでも情報を登録することができる。 
 

 

 
 
 
 

図 3 該当文献表示画面 
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図 4 技術情報登録画面 
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2) 文献の新規登録 

森林圏ステーションで発行されている雑誌以外の文献を引用して、技術情報登録を行いたい

場合、まず登録画面の 2 番目の“文献の新規登録”(図 1)を選択し、表示される入力画面(図

5)に文献情報の入力を行う。文献の登録を行えば、登録画面の 1 番目“技術情報の新規登録”

から登録文献を検索することが可能となるので、その後の作業は上記と同様である。 

 

3) 未発表技術情報の登録 

本データベースの第一の目的は、

「活動成果の外部へのアピール」と

しているが、登録された情報は内部

構成員にとっても有用となることが

期待できる。対内的な管理技術情報

の継承を考えた場合、有用な情報は

文献として世に出ていないことも多

い。例えば、木口や冬芽などから、

樹種を見分ける方法や、品等格付け

の要点、さらには～研究林の庁舎冷

凍庫やユンボの取り扱い注意点等等

挙げられる。これらの情報は定期的

な技術研修等の機会で学ぶ他、日々

の仕事の中で継承していくものでは

あるが、それぞれの機会で重要な情

報だと感じたときに情報を登録でき

るような項目を設けている。登録画

面の 3 番目の“未発表技術情報の登

録”(図 1)を選択すると、情報のよ

りどころとなる文献がない場合でも

登録が可能である。関連する写真や

文章も技術情報に付随して登録する

ことができる。記載する項目は登録

画面 1 番目と変わらないが、ここで

登録した場合、外部公開の情報とし

て利用されることはない。 

 
4) 技術情報の修正・削除 

 登録した技術情報を修正・削除し

たい場合は、登録画面の 4 番目の“技

術情報の修正・削除”(図 1)を選択

する。技術情報の記入者名や対象文

献等により検索を行うと、該当する技術情報が表示される（図 6）。意図する情報の “修正”

をクリックすることにより、修正画面に移動する(図 7)。該当部分を画面上の注意書きに従い

修正し、画面最下部の修正ボタンを押すことにより修正作業が完了する。登録した技術情報を

すべて削除したい場合は図 6 画面中の“全削除”をクリックすれば情報が全削除される。 

 
 
 
 
 
 

図 5 文献新規登録画面 
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5) 技術情報の検索 

登録画面の 5 番目の“技術情報検索”

(図 1)を選択すれば、登録されている技

術情報を対象地や管理項目、キーワード、

研究部門等によって検索することができ

る。この表示画面については今後一般公

開する段階で見栄えよく変更することを

考えている。 

 
おわりに 

このデータベースをうまく活用するこ

とができれば、成果の公表媒体としての

機能のみならず、技術情報の効率的な継

承や、研究成果を即座に森林管理にフィ

ードバックさせるための情報箱として機

能することも期待できる。森林圏の活動

のエッセンスが集約されたものとなるか

もしれない。2007 年度から精力的に情報

登録を呼びかけたいと考えていますので、

何卒ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

図 6 該当技術情報表示画面 

図 7 技術情報修正画面 
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